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●いわしと野菜の煮物 

材料（ 4 人分） 

いわし 	 中8尾 

こ1まう 	 150 g 

にんじん 	100 g 

昆布 	 20cm 

生しょうが 	80 g 

しょう油 	大サジ1 

酒 	 大サジ2 

みりん 	 大サジ3 

石少糖 	 大サジ2 

作り方 

①いわしは、腹わたとウロコ

を取る。 

②昆布は、長く 4 枚か 8 枚に

し結び、カップの水に浸す。 

③ごぽうは、米のとぎ汁に漬

ける。にんじんは、きれい

に洗い皮のまま切って使う。 

④鍋に調味料を入れ、①②③

を入れ、落しぶたをして煮

汁が少なくなるまで煮る。 

⑤器に盛り汁をかけ千切りし

ょうがを大需りにする。 

●いろいろ野菜の 

甘酢和え 

材料（ 4/v分） 

今回は、家族の

健康つ’くりを考え 

『塩分を控えた』 

メニューです。 4 
品で’塩分が3.25 g 

皆さんもどうぞお

試し下さい。 

食生活改善推進員の

中谷 ミ ツさん 

キャベツ 	200 g 

きゆうり 	80 g 

にんじん 	40 g 

大根 	 120 g 

赤唐辛子 	1本 

塩 	 小サジ1 

形畔唐 	 大サジ5 

酢 	 大サジ5 

生しょうが 	少々 

作り方 

①きゆうりは、縦に 4-6 ツ

に割り 4 cmに七りる。にんじ

んはうすい千切りにする。 

②大根は皮をむき 4 cmの短冊

切り。 

③ギャベツの芯は②と同じに

し、葉は 4 cm角に切る。 

④唐辛子は粗く刻み、生しょ

うがは薄切リにする。 

⑤①②③④を J」く’ールに入れ塩

でもみ、 1時間位して汁を

絞る。 

⑥⑤に砂糖、酢を入れ味を整

える。 

●ホッケのすり身

おせんべい風 

材料（ 5 人分） 

ホッケのすり身 500 g 

卵黄 	 25 g 

片栗粉 	 5g 

玉ねぎ 	 30 g 

青しそ 	 少々 

小麦粉 	 少々 

サラダ油 	25 g 

焼のり 	 1枚 

作り方 

①ホッケのすり身（厚さは約 

5m位）に塩少々、卵黄、 

片栗粉と刻んだ玉ねぎを入

れてよく混ゼぎる。 

②青しそに①をぬリ水どき小

麦粉をく ぐらせ油で揚げる。 

③のりに①をぬリ、水どき」、 

麦粉をく ぐらせ油で揚げる。 

●豆乳入り味噌汁は平成 6 年 

11月号掲載。 



平
成
七
年
七
月
一
日
製

造
物
責
任
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
 

で
 
心
で
審
 
欄
費
生
 
窓

一
一
一
 

，、J
 

こ
の
法
律
の
対
象
と
な
る
製
造
物
と
は
ど
の
よ
う
な
も

引
，
 

の
で
す
か
。
 

こ
の
法
律
で
は
製
造
物
を
「
製
造
又

は
加
工
さ
れ
た
動
産
」
と
定
義
し
て
い

ま
す
。
 一
般
的
に
は
、
大
量
生
産
・
大

量
消
費
さ
れ
る
工
業
製
品
を
中
心
と
し

た
、
人
為
的
な
操
作
や
処
理
が
な
さ
れ
、
 引

き
渡
さ
れ
た
動
産
を
対
象
と
し
ま
す
。
 

で
す
か
ら
、
不
動
産
、
未
加
工
農
林
畜

水
産
物
、
電
気
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
い

っ
た
も
の
は
該
当
し
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
 7月 1日 

製造物責任法施行 

製
造
物
責
任
法
と
は
、
製
品
の
欠
陥
に
よ
っ
て
生
命
、
身
体
、
 

ま
た
は
財
産
に
損
害
を
被
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
に
、
被

害
者
は
製
造
業
者
な
ど
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
法
律
で
、
通
称

P
L
 
(
Pro
duc
t
La
bi
lity）
法
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
法
律
は
平
成
六
年
七
月
一
日
に
公
布
さ
れ
、
今
年
の
七

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
消
費
者
の

皆
さ
ん
は
、
製
品
の
適
正
な
選
択
、
使
用
お
よ
び
保
守
が
重
要

で
す
。
製
品
の
仕
様

・
機
能
・
内
容

の
確
認
に
努
め
、
使
用
す

る
際
に
は
表
示
・
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
事
故
に

つ
な
が

る
よ
う
な
使
い
方
を
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
製
品

の
保
守

・
点
検
を
こ
ま
め
に
行
う
こ
と
も
大
切
で
す
。
な
お
、
 

製
品
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
慌
て
ず
写
真
を
撮
っ
て

お
く
な
ど
、
現
場
の
状
況
を
確
認

・
記
録
す
る
よ
う
努
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
 

で
は
、
製
造
物
責
任
法
の
内
容
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
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こ
の
法
律
で
い
」つ
「欠
陥
」
と
は
、ど
の
よ
う
な
も
の
で

す
か
。
製
品
の
調
子
や
性
能
が
悪
い
と
い
っ
た
品
質
上
の

不
具
合
も
、
こ
の
法
律
で
い
ーつ
欠
陥
に
当
た
る
の
で
す
か
。
 

こ
の
法
律
で
い
う
 
「欠
陥
」
 
と
いう

の
は
、
対
象
と
な
る
製
造
物
に
関
す
る

い
ろ
い
ろ
な
事
情

（判
断
要
素
）
を
総

合
的
に
考
え
て
、
製
造
物
が
通
常
有
す

べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
安
全
性
に
か
か

わ
ら
な
い
よ
う
な
単
な
る
品
質
上
の
不

具
合
は
、
こ
の
法
律
の
賠
償
責
任
の
根

拠
と
さ
れ
る
欠
陥
に
は
当
た
ら
な
い
わ

け
で
す
。
 

な
お
、
P
L
法
で
い
う
「
欠
陥
」
に
 

か
 
し
 

基
づ
く
暇
庇
担
保
責
任
、
債
務
不
履
行

責
任
、
不
法
行
為
責
任
な
ど
の
要
件
を

満
た
せ
ば
、
被
害
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
責

任
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

当
た
ら
な
い
た

め
に
損
害
賠
償

責
任
の
対
象
に

な
ら
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
、
 

現
行
の
民
法
に
 

そ
れ
で
は
、
製
品
関
連
事
故
に
よ
っ
て
被
害
が
生
じ
た

場
合
に
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
受
け
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。
 

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
損
害
賠
償
を

受
け
る
た
め
に
は
、
被
害
者
は
、
以
下

の
三
つ
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
原
則
と
な
り
ま
す
。
 

①
製
造
物
に
欠
陥
が
存
在
し
て
い
た
 

●

」
と
 

②
損
害
が
発
生
し
た
こ
と
 

③
損
害
が
製
造
物
の
欠
陥
に
よ
り
生
 

じ
た
「
」
と
 

な
お
、
こ
れ
ら
の
認
定
に
当
た
っ
て
 

は
、
個
々
の
事
案
の
内
容
、
証
拠
の
提

出
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、
事
実
上
の
推

定
な
ど
を
柔
軟
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
事
案
に
あ
っ
た
公
平
な
被
害
者
の

立
証
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
 

損
害
賠
償
を
求
め
る
場
合
の
請
求
先

と
し
て
は
、
そ
の
製
品
の
製
造
業
者
、
 

輸
入
業
者
、
製
造
物
に
氏
名
な
ど
を
表

示
し
た
事
業
者
で
、
単
な
る
販
売
業
者

は
原
則
と
し
て
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

製
品
関
連
事
故
に
よ
る
被
害
の
救
済
に
つ
い
て
、
ど
こ

に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。
 

企
業
の
消
費
者
相
談
窓
ロ
や
民
間
に
 
ま
た
、

こ
の
ほ
か
に
被
害
者
救
済
の

設
け
ら
れ
て
い
る
各
種
の
相
談
窓
ロ
の
 
充
実
を
図
る
た
め
、
裁
判
外
紛
争
処
理

ほ
か
、
国
、
地
方
公
共
団
体
の
窓
ロ
や
 
機
関
と
し
て
、
各
地
の
苦
情
処
理
委
員

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
、
製
品
安
全
協
会
、

会
の
製
品
紛
争
処
理
機
能
の
充
実
や
、
 

各
地
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
1
な
ど
で
相
 
民

間
で
の
製
品
分
野
別
の
紛
争
処
理
体
 

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
 

制
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

P
L

法
相
談

窓

ロ
 

■

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
 

〇
三
ー
三
四
四
六
ー
〇
九
九
九
 

■

製
品
安
全
協
会
 

〇
三
ー
三
五
九
〇
ー
六
ニ
三
一
 

■

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 

〇

一
七
七
ー
一
一
ニー
三
三
四
「
一
 

お
尋
ね
一
 

■

青
森
県
生
活
福
祉
部
県
民
生
活
課

〇

一
七
七
ー
ニ
ニ

ー

一
一
一
一
 

Pし法 

製
造
物
責
任
法
の
成
立
は
、
安
全

で
安
心
で
き
る
社
会
を
築
く
う
え
で

大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
法
律
を
い
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、
 

皆
さ
ん
が
こ
の
法
律
を
よ
く
理
解
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
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神戸市長 笹 山 幸 俊 

平成 7 年 7 月 

金木町民の皆様 

温かいご支援を 

ありがとうございます 

1月 17 日の震災発生以来、金木町民の皆様か

ら温かい励ましと多くの支援を頂いてまいりまし

た。‘く」からお礼申し上げます。 

6 ケ月が経ち、神戸市内では復興に向けてのつ

ち音が響き、人々の生活も徐々にではありますが、 

落ちついた状態に戻りつつあります。 

長く険しい道のりではありますが、神戸を今ま

で以上に魅カある街としてよみがえらせるよう努

カをしてまいりますので、引き続きご支援を頂き

ますようお願いいたします。 

●

か
谷
ぎ公
民
館
 

ブ
う
イ
ダ
ル
情
報
・
 

こ
の
度
め
で
た
く
「
か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
 
（
企画
 

・

進
行
廿
事
務
局
「
金
木
町
中
央
公
民
館
」
）
に
よ
り
カ
ッ
プ

ル
と
な
ら
れ
た
若
い
お
二
人
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

互4PPy Wedding 
ー

ー
ー
》
 

商
 

門
 

n
i
l
1
h
i
 

 

ー
 

ー
二
」
 
 F

ー
  

8
新
新
 

●
A、
 
丑
ぐ
 

郎
婦
 
中

奥
 
谷
山
 
英
香
 
生
織
 
ん
 

ん
 
川
 
青
 
倉

市
 

森
  

★
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
金
木
町
中

央
公
民
館
に
ご
相
談
下
さ
い
。
（
T
E
L
5
31
3
5
8
1
)
 

ま
た
、
お
二
人
の
お
名
前
と
結
婚
記
念
日
を
刺
し
ゆ
う
し
た

豪
華
桐
箱
入
ア
ル
バ
ム
の
記
念
品
等
々
た
く
さ
ん
の
特
典
が

あ
リ
ま
す
。
 

国
民
年
金
に
は
、
任
意
で
加
入

で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

任
意
加
入
で
き
る
の
は
次
の
よ

う
な
人
で
す
。
 

1
・
国
内
に
住
所
が
あ
る
六
十
歳

以
上
六
十
五
歳
未
満
の
人
。
 

国
民
年
金
は
二
＋
歳
か
・
皇
ハ十

歳
ま
で
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
リ
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
 

た
め
に
は
保
険
料
を
納
め
た
期
間
、
 

免
除
を
受
け
た
期
間
及
び
合
算
対

象
期
間
を
合
わ
せ
て
二
＋
五
年
以

上
あ
る
こ
と

（
受
給
資格
期
間
）
 

が
必
要
で
す
。
 

六
十
歳
に
な
っ
て
も
受
給
資
格

期
間
が
不
足
し
て
い
た
り
、
二
十

五
年
は
納
め
た
け
れ
ど
、
も
っ
と

高
い
年
金
を
受
給
し
た
い
と
い
う

人
は
任
意
加
入
で
き
ま
す
。
 

2
．
日
本
国
籍
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
国
外
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
 

以
上
六
＋
五
歳
未
満
の
人
。
 

国
内
で
加
入
し
て
い
た
人
が
外

国
に
住
む
こ
と
に
な
り
、
引
き
続

き
国
民
年
金
に
加
入
し
た
い
人
で

す
。
 

3
．
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
で
、
六
十
五
歳
ま

で
任
意
加
入
し
て
も
受
給
資
格
期

間
が
足
り
な
い
人
は
、
七
十
歳
に

な
る
ま
で
の
間
で
、
受
給
資
格
期

間
を
満
た
す
ま
で
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

mm川旧川川広報かなき ⑩ 



つがる弁 

ズ イ り 

(
 

(
 

金
木
病
院
力
ル
テ

⑩
 

『検
診

の
意
義
と
 

病
気
』
 

皆
さ
ん
は
、
金
木

・
中
里
の
検

診
受
診
率
が
悪
い
と
い
う
の
を
御

存
じ
で
す
か
。
約
二
十
パ

ー
セ
ン

ト
と
い
う
現
状
で
す
。
 

何
か
発
見
さ
れ
た
ら
恐
い
か
ら

と
か
、
何
年
か
前
に
病
院
で
検
査

し
た
こ
と
が
あ
る
と
か
、
と
い
う

の
が
理
由
の
よ
う
で
す
が
、

そ
れ

は
大
き
な
間
違
い
で
す
。
何
の
病

気
も
、
早
期
に
発
見
さ
れ
れ
ば
、
 

最
良
の
体
勢
で

治
療
を
受
け
ら
れ

る
は
ず
で
す
。
逆
に
具
合
が
悪
い

よ
う
で
は
、
自
分
に
不
利
に
な
る

だ
け
で
す
。
そ
の
第

一
歩
が
検
診

で
あ
り
、
精
査
が
必
要
と
さ
れ
て

も
、
手
術
を
要
す
る
よ
う
な
疾
患

は
、
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ま
せ
ん
が

精
査
で
自
分
の
体

の
現
況
を
あ
る

程
度
把
握
で
き
、
更
に
は
自
信
も

つ
く
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

せ
め

て
も
の
検
査
か
ら
逃
げ
て
い
て
は
、
 

後
々
自
分
を
苦
し
め
る
だ
け
で
す
。
 
 

我
々
も
奉
仕
で
検
診
を
し

て
い
ま

す
が
、
受
診
さ
え
し
て
も
ら
え
ば

本
望
で
す
。
ま
た
、
重
大
な
病
気

が
見
つ
か
っ
て
も
、
治
療
す
る
自

信
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
検
診
を
行

っ
て
い
る
の
で
す
。
と
に
か
く
、
 

検
診
の
重
要
性
を
も
う
一
度
、

考

え
直
し
て
み
て
下
さ
い
。
 

さ
て
、
我

々
外
科
医
が
行
っ
て

い
る
検
診
は
、
胆
の
う
、
肝
臓
、
 

甲
状
腺
、
乳
腺
に
対
す
る
も
の
で

す
。
 

胆
石
に
つ
い

て
述
べ
る
と
、
今

は
、
カ
メ
ラ
で
手
術
で
き
ま
す
。
 

従
来
は
、
開
腹
手
術
、
 
「
切
腹
」
 

で
胆
嚢
を
摘
出
し
て
ま
し
た
が
、
 

最
近
は
腹
腔
鏡
を
使
い
、
胆
嚢
を

摘
出
す
る
た

め
、
術
創
も
ほ
と
ん

ど
目
立
た
ず
、
苦
痛
も
少

な
く
、
 

完
治
す
る
の
で
す
。
更
に
全
身
麻

酔
で
行
う
た
め
、
本
人
は
何
の
自

覚
も
な
い
ま
ま
に
処
置
で

き
る
の
 
 で

す
。
未
だ

こ
の
方
法
を
導
入
し

て
い
な

い
病
院
も
あ
り
ま
す
が
、
 

当
院
は
当
初
よ
り

こ
の
方
法
を
執

行
し
て
お
り
、
何
の
心
配
も
無
用

で
す
。
胆
石
が
あ
る

の
に
、
放
置

し
て
、
胆
嚢
炎
で
、
開
腹
手
術
を

し
て
い
る
人
を
見
る
と
、
常
に
検

診
の
重
要
性
と
カ

メ
ラ
に
よ
る
胆

嚢
摘
出
手

術
の
意
義
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
甲
状
腺
に
関
し
て
も
、
 

同
様
の
こ
と
が
言
え
ま
す
。
も
し
、
 

精
査
で
、

手
術
が
必
要
と
さ
れ
て

も
、
最
短
で
三
ー
四
日
間
の
入

院

で
治
癒
し
ま
す
。
確
か
に
、
首
の

創
が
目
立
つ
可
能
性
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
よ
り
も
爆
弾
を
抱
え

て
 

一
 

「

ミ
、
、
、
、
、
、

・

ー
 

生
き
て
い
く
よ
り
は
、
断
然
、
意

義
の
あ
る
事

と
思
い
ま
す
。
 

乳
腺

に
関
し
て
も
、
何
も
恥
か

し

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
精

査
が
必
要
と
さ
れ
る
ほ
と
ん
ど
は

乳
腺
症
と
い
う
、
治
療
が
比
較
的

不
用
な
も
の
が
主
で
す
。
最
悪
、
 

乳
癌
だ
と
し
て
も
、
早
期
な
ら
完

治
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
 

以
上
挙
げ
た
疾
患
に
つ
い
て
、
 

主
に
検
診
を
し

て
い
る
と
、
精
査

と
さ
れ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
治
療
の

必
要
性
が
な
く
、
又
、
治
療
が
必

要
で
も
、
完
治
す
る
も
の
ば

か
り

と
言
っ
て
も
過
言
は
あ
り
ま

せ
ん
。
 

つ
ま
り
、
検
診
は
当
然
受
け
る
も

の
で
あ
リ
何
の
恐

怖
も
な

い
の
で
 
 す

。
 

自
分
の
体
は
、
自
分
の
も
の
だ

か
ら
こ
そ
、
自
分
で
監
視
す
べ
き

で
、
そ
の
手
助
け
を
我

々
が
、
補

助
す
る
だ
け
で
す
。
第
三
者
的

に

自
分
の
体
を
見

つ
め
た
ら
、
誰
も

が
理
解
で
き
る
問
題
で
あ
り
、
気

軽
に
検
診
を
受
け
、
自
分
の
体
の

現
況
を
少
し
で
も
把
握
す
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。
 

最
後
に
、
我
々
の
病
院
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
下
さ
い
。

最
も

住
民
に
向
い
て
い
る
検
査
、
治
療

を
し
て
、
努
力
し
て
い
ま
す
。
偏

見
な
ど
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
自
分
の

目
で
検
診
や
精
査
す
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。
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Q
 

~ このクイズは若い人の知らない、聞 
1 いたことの無い津軽弁を楽しく、再発 

i 見してもらおうと問題にしたものです。 
I Q・ 「おんろーどしてらば一」 を標準 
~語に直して下さい。 
~ 正解者の中から抽選で3名様に素敵 

i な記念品を差し上げます。 どんどん応 
~募して下さい。 
~応募方法 
~ ハガキに住所、氏名、年齢、職業、 
i電話番号を記入のうえ 

①クイズの答②今月号のよかった記事 
i（③）つまらなかった記事（④）ご意見’ご感 

~墾を記入のうえ 
I y037-O2 
i 金木町大字金木字朝日山323 
~ 金木町役場企画室 
~ までご応募下さい。 
~応募の締切は 8 月 3 日当日消印有効。 
i 当選者の発表は 8 月号に掲載します。 
~ 6 月号の答 「なんて暑いんでしょ う」 
~ 当選者は次の 3名です。 
~ 嘉 	i頼 岩 村 有 夏さん 
i 五所川原市 杉 山 邦 子さん 
~ 野辺地町 星 野 美 子さん 
~ たく さんのご応募、貴重なご意見有 
~難うごさ”います。 今回当選しなかった 
~方もこれにめげずどしどしご応募くだ 

~ミどり” 



金
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓
口
に
届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

金中 木工工

本村村藤藤 

教チ勝良キ お

丞工美村ミ く 

79 57 26 71 74 や
オ才才才才 

金責嘉藤川

木違瀬枝倉 

活
彩
あ
お
も
り
 

荊「J 

奈な 

中「 
~  
戸 

籍 
お
め
で

と
う
 

谷
 
荊
奈

（
宏

一
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

六
月
届
出

分
 

、
山中
 
哲
哉
（
博

）
中
里
町
 

「
前
田
美
穂
子
（
清
克
）
金
 
木
 

（
秋
元
 
孝昭

（
柴戴
）
蒔
 
田
 

ー
 

「
今
 
紀
利子
（
敏
彦
）
喜
良
市
 

α
ー
 
罷
証
？
一
縄”
扇
 

，

《
 

、
古川
 
博
基
（
野
笛
）
金
 
木
 

喬
讐

唯
一
鯵
 

露
磐
醜

聖
畑
 

嘉
真
転一
艶”
「＼
 

蔽
無

醜
一）
繕
 

健康で優しい子に育って 

（母 中谷 貞美子よリ） 

はじめまして 

	ノ 

、 

6月末現在 前年同月比

男 5,998人 △ 30人

女 6,609人 △ 55人

計12,607人 △ 85人 

世帯数 3,892 	25 

〔
人

口
と

世
帯
 

訂
正
と
お
詫
び
 

広
報
か
な
ぎ
六
月
号
六
ペ

ー
 

ジ
の
嘉
瀬
小
学
校
と
喜
良
市
小

学
校
の
田
植
え
の
写
真
が
逆
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
訂
正

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

峯
 

首
‘
 

一
 

の
卿
間
つ
rJ
 
 
麟
灘
鰻
一
 

(
  

【
 

ー
青
年
活
性
化
推
進
委
員
会
ー
一
 

一
 

一
 
自
分
達
の
町
で
自
分
達
が
楽

一
し
い
と
思
う
事
を
し
よ
う
 

ー
と
い
う
思
い
で
私
た
ち
は
昨
年

一
「金
木
町
青
年
活
性
化
委
員
会
」
 

一
を
発
足
o
 
「あ
ら
ゆ
る
活
性
化

一
活
動
を
展
開
し
、
よ
り
多
く
の
一

一
青
年
が
町
に
定
住
す
る
こ
と
を

一
願
い
、
町
の
発
展
の
た
め
に
寄

一
与
す
る
」
 
と
集ま
っ
た
メ
ン
バ
 

ー
ー
は
、
職
種
、
男
女
も
年
齢
も
 

一
様
々
。
 

一
 
活
動
内
容
は
、
ヤ
ン
グ
フ
ェ
 」

r
 

ー
ス
タ
i

n
カ
ナ
ギ
や
ヤ
ン
グ
カ
 

達
 

ー
ラ
オ
ケ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ビ
ア
ガ
●
 

「
」w
ニ
』
 
J

一d

一
 

的
 

ー
ー
デ
ン
の
実
施
、
か
な
ぎ
青
年
活
 

現
在
登
録
会
員
二
十
八
名
が

ユ
ー
 

一
性
化
ト
ー
ク
を
開
催
し
て
の
意
見
 

ニ
ー
ク
な
集
団
と
し
て
こ
れ
か
ら
一

一
交
換
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
 
も
全
員
が
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
で
あ
一

一
た
、
各
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
・
協
力
 
り
、

デ
レ
ク
タ
ー
で
あ
リ
、
小
間

一

一
や
他
団
体
と
の
交
流
事
業
も
積
極
 
使
い

の
つ
も
り
で
積
極
的
な
行
動
一

一
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
三
 
と
、
自
由
な
発
想
を
心
が
け
、
 エ
ー
 

ー月
と
六
月
に
太
宰
治
と
石
川
啄
木
 
ギ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
い
き
た
い
と
一

一
文
学
の
里
の
交
流
と
い
う
こ
と
で
 
思
っ
て
い
ま
す
o

仲
間
に
な
っ
て
一

一
「岩
手
県
玉
山
村
青
年
団
」
と
互
 
み
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
事
務
局
一

一
い
の
町
に
つ
い
て
活
発
に
（
酒
を
 
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
o
 

一

一
囲
ん
で
）
意
見
交
換
、
ス
ポ
ー
ッ
 
電
話
番
号
 
五
三
と
一
五
三
一
 
一
 

(
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k
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モ
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ふ
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、つ
一

よ
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、
 

を
 

と
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）
 

一
 

、つ
一

思
一
 

と
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し
ー
 

し
一
 

楽
一
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（
 

達
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分
 

白
 

葡

濡
濠
めは
ル
搾ー・

ー
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ー
ー
・
灘
は
に
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